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物事は，要因が複合， 重合すると起こりやすい．

山地斜凶jの肪i畷やそれによる災害も同機である

これを典塑的に示したのが，「志津川福祉の問」の

畏斜山の崩駿なので，今後の地域造りの参考に生

かされることを望みたい．

1. 崩壊要因の複合修学院災害他の例

公雨があるとしばしば斜由崩壊が起こる．その

要閃のーっとしてたとえば地盤の地層面（隔：:r-ir) 

や断層．亀裂などが．斜由ーに士、lして校行的に同じ

}J向に傾いている （流れ盤をなすという）ことが

よく挙げられる．公雨があると。その傾いた．そ

して＊を吸った由iに沿って．それより上の地盤が

滑り、必ちるというわけである 20 H年9月に和歌

山県、 ＿：重県の各地で起きた大出尽についても．

そのような弘介が報告されている（「惣定外J’ぷ

雨による地盤災古への対応を考える調査研究委員

会。2013. 他）

しかし，あるーつの地域内で， lfrtれ盤をなすと

ころならどこでも出取するわけではない ある箇

所が崩壊し，その隣接箇所が崩壊しないという現

象には．素閃や直接閃（誘閃）のillなり力一の違い

が関係する このことを如実に示したのが.1972 

年 9月に京都市ホ京阪：修学院地域で起きた鉄砲

水 洪水災古（修学院災官 。修学院災古科学制査

｜計 1974）の際の山地斜幽＂） frj暖であった要するに

I）年半以時代に花崩れが深層風化して形成され

たマサが，数 lOOmの尚さに上糾した地塁（比叡

大文ア山地）にかなり！？：く（数 lOmのJアさで）

残っており 浸食によりす干の側面に.40度近い傾

斜幽をなして露出している．

2）れの頭脳部あるいは一見， ｛）.とは見えない

わずかな山みがあって．いわばレンズをなしてい

る 水．とくに地下水を集める．

3）洪水が斜面下部を脳削して失脚崩壊を起こさ

せる

4) 20年ほどt1iJの採石場跡で残石が残り．崩

壊材料となった

S）新！円の路が斜由牟を横切っている。

6）針葉樹林の皆伐と一斉造林が繰返され。樹齢



が20年起度になって．新しい樹桜の達した深さと

宵い根が！創って地盤をゆるめている深さが一放

し，滑り法ちやすいカーペット状のものが形成さ

れている

7）風向と地形の関係で風が上井し．隣接箇所よ

り雨が激しく降った などの臼然的．社会的要悶

（とくに素因）が.3～4複合して存在した箇所で．

いわば相乗効果（むしろ絡み合いという方が正般

であろう）が生じ．崩壊が起こっている

なお，雨水の叡山間からのパイプで、排水は 崩

政だけでなく激しい川谷浸食を起こし，下流の鉄

砲水災害の直接閃となった

この時の台風20号による暴風雨の降雨盆は，京

都中央気象台での記録によれば．総、雨最 153mm.

最大時間雨量44mmであり．修学院地域に流下す

る音羽川の上流の比叡山地ではそれより多少多

かったとしても．総雨量が 200mmを超えてはい

なかったとされている この雨設は この地域と

しては記録的とは言え．明治以来の気象記録とし

ては決して例外的ではなく．昭和 lO年（J935年）

の梅雨時必雨の日雨註 282mmに比べれば．むし

ろかなりに小さかったときえる程度のものだ つ

まり，この程度の雨誌だ、ったからこそ．要閃の複

合状況が分析，認識できた 雨誌がもっと非常に

大きかったら．どこでも彼処でもh河原が起こり．

要閃複合など何も分からなかったに違いない

1主盤岩内部からの大崩壊でなく．修学院災害の

音羽川上流と同じように．マサ化した花出持が崩

廃した例に 1960年代に頻発した南木骨山地の崩

模災舎の場合がある この場合にも．花尚符の風

化．険しい地形．山林の/TO尾地域の過政化．短

期的収益追求と営林卒業の省力化．主｜葉樹林の皆

伐と一ー斉造林．その結果の幼生林の広がり林道

の設置などの諸要因の絡みが指摘されたが，それ

らの重複数については注目されなかったように思

う（国土問題研究会 1980)

なお，雨水曽山地では．士石1Jiiの流下は背くか

らあったが 木骨谷沿いの住宅の被災が激しく

なったのは明治からと言はれる これは実は。鉄

道と駅の設置につれて，住宅地が．背は住む者が
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凶 l 斜面崩壊前の志津川f福祉の園周辺の地形とifd核範

附地形凶 (I 2,500宇治市都市計l面図平成 17年発行）

には巣箱J凶を示す記号が見えるが，現在では雑木がか
なり進入している

いなかった．土石流が出れば被災する場所に広

がったのだということが指摘されている 2012 

京都南部水害にも見る 近年の各地での災害素因

形成の明治版である

2. 福祉の壊の裏の斜面崩壊

2012京都南部水害をもたらした公雨の総雨鼠：

や時間雨誌は，修学院災害をもたらした袋雨とあ

まり違はないと孟って良い 従って．修学院災害

の際に山地で見られたような．要閃の複合による

局所崩壊の現象が ここでも見られた栴祉の園

の裂の斜面出暖はその典塑例である（図 1,2). 

I）ここの裂山（むしろ丘陵と重ってよい）は．近

畿地方の各地に発達する、大阪層群と呼ばれる新

しし、（数 10万～約 300万年前）時代の地層の 一部

に相当する地！脅からなる。ただし。市祉の闘の裂

はその下端にあたり風化を受けながらもある程

度堅硬な基盤右が農道の a部の上に顕れている 地

形と地層露出状況から見ると．基盤右の表面は．

ちょうど市有｜；の闘の裂でーは.30度以上でそのみ向

に傾く谷状の形をなしていると忠はれる

月刊地球IVol. 35, No. 8, 20日



凶 2 (a）芯沖川原祉の闘とその裂のjJ)j核地電機が人っている i1il域J怯j漬物は．出$ff'1'1cと，巳、われる角礁と｜砂 (2012年

8月28n, J11H!JJ. (b) iiil域地とそのJ.'.jjJlの辿景 i1!J壊地にブルーンー トがかけられている背後の低い1Iiには貯新一更新刊ー
の打い’j’治川の砂際胞が分布左奥の口い1 11は恭株れーからなり．それとの11" 1に深い谷がある地形凶（凶 I ）では， l~Jかつて

,(_j J方に山地J[Jがあるが．寸てから見ると｜’iJ然、としなし、 （C）士、沖川伺祉の凶とその袈のjJ}j桜地の川辺の状況国祉の凶は 3

11/'\iliだが斜l剖に建っており ‘ 7]'.f~の範聞では 2 附建てになコている （cl) iJ}jt安l白下を横断する林道からl白下を見る 3附ti':

の芯i'lt川福祉の凶の2附（ここでは l附）の窓から‘jJ)JJ喫 i砂が流入している左官［lj中央に比えるili4'勿は編祉胞投 I.LL和

の凶」 これと1iii方の111との11"1を芯作川が流れる（b～dは 2013年 6月 Zl円.JM影）

この作状地下地形を岸jff.性の合角際砂屑が照め

ているので．地表では谷状の山み地形は獄事でな

く 一見両仰lに続く斜面 （場所によっては傾斜

40度に近い）の部としか見られない この岸jfl'

屑も風化が進んでおり 透水性がよく 多訟の水

を合みやすい状態にある

唾きするに 市松のl却の主主斜白ーは． 行とは言えな

いが 地形的にごくわずかに凹んでおり．地屑中

を沈下する7j'(が集まりやすく 地下の地層の分イ！J

の形からも，元々出唆しやすい引所であ「た（こ
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のような地形をO次谷と呼ぶことがある 訓の眼

にも谷であることが分かる l次以上の作地形と異

なり，ifri照の危険があることが注忘されず．その

rlifに住居が定てられ． 被災する秒ljは ~I 常に多いー）

2）詳しくは他H 地元によって調査、報告さ

れるだろうが。樹木の極類と年齢， 件そえノ行ーなどか

ら観てこの伺祉の国が立地している斜面帯で

は.r片くから繰り返し樹木が切り払はれてきた形

跡がある，また，いわゆる戦後のー時、そこに果

樹闘が作られていた．この果樹困は．今では他の



樹木が入り込むなど此れ気味である 農道も設け

られた 斜面に道をつければ．必ずしも大きさに

よらず．むしろ小さな林道や農道の設箇で．その

上や下側に出来る岸斜面からのJil-J！衰を附くのは普

通のことである これらの人為的要閃によって

栢社の闘の長斜面は．ますます耐水が浸み込みや

すく．かつ、地下を／えれやすく. hl-i取しやすいと

ころとなっていた なお．ここからは，hl-i岐後も

7j(が浸みだし 流れて，hl-i照士妙、の友会に傑さ

2～3cmの溝をつけている 3）さらに．地元市民に

よれば 志津川用祉の園長に設けられた農道の助

合には。施設のちょうど裂で，車の行き違いと防

車のために拡幅が必要となり 山側の斜面が削ら

れた これが斜面崩壊のーつの安閃をなしたこと

は指摘せざるをえない。

4）北西｛日I）償の尚いところに小さい谷がある。こ

の行は下方で消えており（図 I).そこを流れる水

が風化砂1深層に入って 0次谷斜面の上力に至って

いる可能性もないではない．

斜面の勾配が；舎、だとか，風化が進んでいると

か，樹木が伐採されているとかいった州別の崩壊

要閃なら．同紙の困の両側の袋斜面のどこにでも

存在する.hl-i E哀は．上記のいくつもの要閃が重

なっているところで起こ ったのである

3. 今後の教訓に生かそう

上記のように．伺干ii＇.の国主主の Jil-JJ表地は．政数の

要閃が絡み{'j-い効果を示す典明例て‘ある． 百い換

えれば．今後の防災.lox災のためには，このような

要閃複介の発牛を．できるだけ防くことが主要だ

ということである このことは．教訓として後世

に伝えられなければならない これに関連して。

崩摂要閃を調査する際には，崩壊した場所だけで

なく。隣接した.JI＇崩壊助所をも観察しそれらの

違いを検討するべきである Ulφ上．必ずしもそれ

がなされないのは問題である

近年，各地で被災し壊された建造物を保存し

後吐の防災に資することが三｜られ．また実行され

ている 非常に良いことである その際できる

だけ被災当時のままの現状保存が望ましいが，な
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かなかそうはいかない．それに、いかなるギ物

も.＆＃とともに変化劣化を免れない 栴干｜｜：の闘

の袋のよみ；介は．施設長や備の溝の十ι少の除去や者
了の補修はぜざるをえないし。すでになされてい

る それはそれでよい

しかし．今後も崩壊が起こる11f能性はある 投

山の尚さや施設の丈夫さとなどから見ると.fjjj駁

しても.JI常に大きくはなく，注忘すれば人命に関

わる被古はないとは思うが会雨の際にここ（と

くに I.2階）に避難するのは問題であろう いず

れにせよ．今凶のJil-JJ衷地が今後拡大しないかの監

視は必安である

なお。上に触れた横の小さい谷であるが．この

ilii力ーに住居を置くのは.JI常に危険である

ここで筆者らは，このi1/-J.L＇友v／~所を地域、とくに

小 ・中学．尚校などの見学地とすることを提案し

たい．斜面出岐メカニズムを勉強させるだけでな

く．指得の仕Jiによってはもっと ー般化して 物

ギが 要閃の被介によって発現しやすくなること

を教える教材として牛かせるだろう．

上記は hl-i l衰の要閃について述べたものであ

る 崩壊が起こ っても “人斉無古”ならばそれ山

身は災古ではない しかし，要閃の復介は．災古

や防災問題ー般（さらには事放や戦争についても）

に関しても注目、検証されねばならない

謝階 。現地で御教示 御協力をいただいた住民

の力ーがた，市干11・.の困などに！？：く御礼を中し上げる
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